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医療法人 平野同仁会 総合病院 津山第一病院 



医療機器の共同利用に係る契約書(骨塩定量検査) 

 

              （以下、「甲」という。）と総合病院津山第一病院（以下、「乙」

という。）は、医療機器の共同利用について以下の通り約定したので契約を締結する。 

 

第１条（目的） 

甲は、診療中の患者に診断のため検査が必要と認めた場合は、乙に所定の手続きを行い、

検査を依頼する。 

 

第２条（内容） 

乙は、前条より甲から依頼されたときは、やむを得ない事情のある場合を除き、甲の依

頼に対し、検査を実施する。ただし、診断は行わない。 

 

第３条（結果報告） 

 乙は、依頼のあった患者の検査データ、レポートを速やかに甲に提供する。 

 

第４条（結果利用） 

甲は、第３条により提供された検査データ、レポートを診断の補助として用いる。 

 

第５条（対象検査） 

 この契約書で利用できる検査機器、検査方法は次のとおりとする。 

 

検査機器 骨密度測定装置（DEXA法） 

検査方法 
DEXA法による腰椎撮影 

DEXA法による腰椎と大腿骨同時撮影 

 

第６条（利用料） 

  検査利用料については診療報酬で定められた金額×０．８（税別）とする。 

 

参考（令和 6年 10月 1日現在） 

DEXA法による腰椎撮影（360点） ２，８８０円＋税 

DEXA法による腰椎と大腿骨同時撮影（450点） ３，６００円＋税 

 

第７条（支払い） 

甲の利用料の支払いは次の通りとする。 

毎月月末締め切り 翌月末日までに乙の指定する銀行口座に振込みとする。但し、振り

込み手数料は甲の負担とする。 

 

 



第８条（契約期間） 

この契約の期間は令和  年  月  日より令和  年  月  日までの１年と

する。ただし、甲又は乙から契約終了の申し出がない場合は、本契約は１年間延長され

るものとし、以後同様とする。 

 

第９条（協議事項） 

この契約に定めのない事項および契約に関し生じた疑義については、甲乙協議の上、定

めるものとする。 

 

 

甲および乙は、この契約を証するため本契約書を２通作成し、甲乙記名捺印の上、各自その

１通を保持するものとする。 

 

 

令和  年  月  日 

 

（甲） 住所 

 

 

氏名 

 

 

 

 

（乙） 住所 

 

 

氏名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


